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特集:産総研の｢地質の調査｣各分野

における課題と長期方針

活断層研究センタｰ

コ｡課題

平成1!年4月に地震調査研究推進本部(総理府)

により示された総合基本施策は,今後10年程度の

国の地震調査研究に関する指針と位置づけられて

いる.そのうち,最も重要な課題として｢活断層調

査,地震の発生可能性の長期評価事強驚動予測等

を統合した地震動予測地図の作成｣が挙げられ,

明らかになった研究成果については筥緊急の課題

である地震防災対策の観点から,社会への迅速な

公開と提供を推進することが求められている｡した

がって,当研究センタｰでは活断層調査察業につ

いて一層の推進に勇め早活動性評価の精度向上を

図るこ1とを第王の目標とする唖また,活断層が活動

したときに発生する地震被害の予測研究を積極的

に推進し,社会的により利開価値の高い情報の創

成に努める､さらに,内外の活断層デｰタを収集･

評価し,広く流通･公開する体制を整備する.

2｡長期的方針

地震調査研究推進本部と連携し,主として活断

層に関する調査研究を分担実施する.

活断層調査研究

全国主要活断層98断層について,国の活断層調

査事業を分担し,地震発生危険度確率評価及び地

震発生規模の予測研究を行う.調査結果を概要報

告書として毎年迅速に報告する.

地震被害予測所琉

強震動の数値解析苧津波被害予測,断層変位に

よる被害予測等の研究を行う.活断層ストリップマ

ツブ,地震被害予測図及び津波被害予測図等を作

成する.

活断層及び地震被欝予測情報の塞積と発信

活断層とその活動性評価資料及び地震被害予測

デｰタを集積し､防災情報として社会に活用される

べく資料を公開する｡全国主要活断層眺断層評価

報告書及び全国活断層地震危険度マップ(300万

分の1)を作成する.また,50万分の1活構造図の

改訂作業を進める.(佃栄吉)

活断層評価から地震被害予測へ

予想される断層出現位置

十十

十十

基盤岩

十十

濫断鰯鯛査デｰタと過義の地簸の

観預協蹴こ基づく入力塊灘波の設定

無
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